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時
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の
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-
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-
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-
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目
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炉
事
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財
産
生
命
保
険

時

論

支
那
の
岡
民
主
義
革
命

説

理

助
郷
ご
農
民
の
生
活

草
津
宿
に
於
け
る
肋
郷
じ
就
い
て

雑

録

幣
制
の
素
乱
に
基
く
百
件
一
一
捺

地
理
的
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に
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地
理
的
認
識
の
性
質
に
つ
い
て

当証

太

自11

同

認
識
の
封
象
を
そ
の
嬰
お
に
分

τぱ
、
内
什
古
和
土
説
得
、
事
官

巧
日
明
。

mozozι
」
巧
自
岡
山
]
円
レ
」
山
、
二
に

ω
r

ル」川旧伯、

る
。
此
の
二
川
討
議
は
州
EE
忙
凋
・
止
し
て
ゐ
て
、
日
廿
拍

tup山品川崎

を
導
き
訓
刊
た
い
主
共
K
.
ま
た
『
封
河
上

h
作
仰
を
生
仁
川
刊
在
い

け
れ

E
も
、
作
』
刊
は
常
鴻
官
現
の
支
憾
と
し
て
首

-uー
と
結
合
ナ

る
と
止
を
得
る
。
か
〈
柏
町
岱
・
と
結
合
し
た
存
花
は
文
化
で
あ

り
.
然
ら
ざ
る
存
花
は
自
然
で
あ
る
。

此
の
文
化
及
び
自
然
が
、
ぞ
れ
そ
れ
思
恨
の
制
時
で
あ
る
時

.・.

• ..・



搭
に
営
山
肌
札
ぱ
、
文
化
賞
在
及
び
自
然
寅
在
と
な
る
。

範
鳴
と
し
て
の
時
聞
が
費
展
の
形
式
で
あ
り
、
直
別
主
本
質

-N-
す
る
に
封
し
、
空
間
は
共
存
の
形
式
で
あ
り
、
統
一
を
そ
の

特
色
・
と
す
る
。
文
化
賞
在
左
る
止
自
然
賞
在
左
る
と
を
問
は

す=

一
貫
在
を
時
間
飽
鳴
に
営
蹴
っ
た
も
の
と
し
て
考
察
す
岳

場
合
に
は
、
そ
の
褒
展
捕
理
化
を
明
に
し
得
る
り
で
あ
る
が
、
昼

間
臨
時
に
首
蹴
っ
た
も
の
止
し
て
見
れ
ば
、
諸
積
の
属
性
を
統

-
し
、
且
つ
等
し
く
諸
種
の
属
性
の
統
一
た
る
他
の
官
在
止
関

聯
す
る
も
の
止
し
て
認
識
さ
れ
る
。
而
し
て
前
の
立
場
に
立
つ

認
識
が
歴
史
的
認
識
で
あ
り
、
後
の
立
場
に
減
る
も
の
が
地
理

的
認
識
で
あ
る
。
地
理
的
認
識
の
本
質
は
此
白
昼
間
範
暗
に
即

す
る
と
主
以
外
陀
求
め
得
た
い
。

之
に
反
し
て
、
地
理
的
認
識
の
本
質
主
土
地
或
は
地
球
陀
関

係
す
る
と
い
ふ
事
に
求
め
る
見
解
が
あ
る
。
己
れ
は
一
方
に
於

て
狭
院
に
失
す
る
と
同
時
虻
他
方
に
於
て
庚
汎
忙
失
す
る
。
郎

も
地
理
的
認
識
を
土
地
又
は
地
球
に
闘
す
る
認
識
の
み
に
局
限

す
る
結
果
、
大
鋸
に
闘
す
る
認
識
の
如
き
が
除
外
さ
れ
る
と
止

ト
な
る
。
と
れ
狭
間
出
に
失
す
る
L
C
い
ム
所
以
で
あ
る
。
ま
た

t

雑

鍬

地
理
的
陣
論
。
性
質
に
つ
い
て

地
に
閥
す
る
認
識
を
椴
て
地
理
的
認
識
左
り
と
す
れ
ば
、
経
済

壊
に
所
問
地
代
の
研
賓
の
如
吉
を
も
匂
合
す
る
と
主
主
た
る
。

と
れ
康
汎
に
失
す
る
ι
と
い
ム
所
以
で
あ
る
。
前
の
非
難
は
土
地

或
は
地
球
の
意
義
の
定
め
方
に
よ
っ
て
菟
か
れ
る
と
と
も
出
来

ゃ
う
が
、
後
の
非
維
は
土
地
或
は
地
球
に
闘
係
す
る
と
い
ふ
こ

主
以
外
・
何
等
か
他
の
限
定
を
加
え
・
泣
け
れ
ば
発
か
れ
得
た

ぃ
。
而
し
で
か
L
る
限
定
止
し
て
そ
の
排
す
る
川
の
昼
凶
的
考

務
・
と
い
ム
E
・
と
を
援
用
せ
ぎ
る
を
得
・
泣
い
で
あ
ら
う
。

右
は
私
が
地
理
的
認
識
の
本
質
主
宰
制
的
認
識
た
る
己
主
に

求
め
ん
止
す
る
理
由
の
概
略
で
あ
る
。

地
理
的
認
識
の
本
質
が
昼
間
的
認
識
た
る
結
に
存
す
る
と
す

れ
ば
、
調
ム
所
由
空
間
的
認
識
は
如
何
な
る
性
伎
の
も
の
で
あ

る
か
。
と
れ
は
室
開
範
時
陀
営
依
っ
た
寅
布
が
如
何
-
た
る
様
相

を
呈
す
る
か
と
い
ふ
疑
問
主
、
同
一
事
に
師
す
る
め
で
あ
っ

て

待
者
の
側
よ
り
考
察
す
る
を
便
宜
と
す
る
。

存
在
を
時
間
範
時
に
卸
し
て
認
識
す
る
場
合
に
は
、
存
在
の

第
二
十
六
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華長

能

地
理
的
躍
融
自
性
質
K
れ

J
V
w
t

諸
属
性
は
不
断
に
来
往
し
、
そ
の
聞
に
同
時
共
存
の
闘
係
た

〈
、
従
っ
て
統
一
あ
る
一
寅
在
主
認
識
す
る
を
得
た
い
。
之
に

到
し
て
、
昼
間
は
同
時
共
存
換
言
す
れ
ば
統
一
の
範
晴
で
あ
る

か
ら
、
空
間
的
認
識
白
封
象
た
る
に
至
っ
て
始
め
て
諸
嵐
性
白

統
一
・
と
し
て
の
寅
在
が
構
成
さ
れ
る
白
で
あ
る
。

次
に
一
存
在
白
統
一
的
貿
在
性
を
認
め
る
上
は
、
更
に
他
の

存
在
の
そ
れ
を
認
め
ね
ば
た
ら
ぬ
。
そ
の
結
果
、
諸
種
の
官
在

相
互
間
の
刷
係
如
何
が
重
要
た
問
問
題
主
た
る
。
而
し
て
此
の
閥

係
は
所
諮
枇
曾
的
関
係
に
似
て
、
二
以
上
の
寅
在
が
車
に
相
互

に
交
渉
す
る
に
過
ぎ
た
い
場
合
止
、
相
互
の
閥
聯
が
相
官
蝶
暫

と
た
っ
て
一
居
大
き
い
寅
在

E
構
成
し
て
ゐ
る
場
合
と
に
八
万
ち

得
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
同
時
存
在
は
外
的
た
る
と
と
を
意
味
す
る
。
故
に
間
中

に
時
間
的
に
見
ら
れ
た
存
在
は
認
識
主
制
聞
に
内
的
危
る
を
兎
か

れ
な
い
が
、
空
間
的
に
考
察
さ
れ
L
ば
認
識
主
観
主
猫
立
白
外

的
・
な
る
も
の
主
在
る
。
さ
れ
ば
と
そ
か
L
る
存
在
を
特
に
寅
在

ル
」
稀
す
る
の
で
あ
る
。

粗
描
す
れ
ば

地
理
的
認
識
即
ち
丞
間
的
認
識
の
割
象
と
な

第
二
十
六
砦

" 

億
五
就

[9 
ζj 

っ
た
存
在
は
、

そ
れ
自
身
ル

E
て
数
多
の
属
伎
の
統
一
慢
で
あ

る
と
共
に
、
他
の
統
一
憶
と
何
等
か
白
闘
係
主
有
し
、
且
つ
認

識
主
観
よ
り
調
立
す
る
の
で
あ
る
む

一
例
と
し
て
岡
氏
経
済
を

採
れ
ば
、
そ
れ
は
諸
種
の
性
質
を
併
せ
備
へ
た
一
白
一
統
一
慢
で

あ
り
、
他
。
困
対
経
済
企
或
は
交
渉
し
て
岡
際
経
済
を
営
み
、

或
は
相
関
聯
し
て
世
界
経
済
b
u
構
成
し
更
に
我
々
の
認
識
主

観
よ
り
摘
立
陀
我
々
に
樹
立
し
て
ゐ
る
。

と
れ
を
地
理
的
諮
識
の
作
用
の
方
聞
か
ら
一
五
へ
ば
、
外
的
な

る
と
之
は
自
明
の
事
賓
と
し
て
不
問
に
附
す
る
も
、
賀
在
の
回
閣

性
如
何
と
、

相
互
の
閥
係
如
何
は
、
必
十
併
せ
考
へ
ね
ば
・
な
ら

自
由
で
あ
る
。
然
る
に
地
理
的
認
識
を
昼
間
的
認
識
た
り
と
す

る
見
解
に
於
て
は
、
賀
在
相
互
由
闘
係
伯
み
を
軍
腕
し
、

寅
在
の
諸
嵐
性
白
如
何
は
顧
み
ら
れ
左
い
の
を
常
と
す
る
。
と

れ
私
が
従
ひ
得
た
い
所
で
あ
る
。

上
に
述
べ
た
や
う
た
地
理
的
認
識
在
、
所
詞
地
理
由
申
的
認
識

主
は
如
何
た
る
閥
係
に
立
っ
か
。

佐〉

Coben. Logik d. r. Erkenntnis. 3. Aufl. S. 193. 194 
囲田博士、自躍に於ける直視企圧省、 253頁
Cohen， a. a. O. S. 188. 195 
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費
在
構
成
白
た
め
の
思
惟
範
時
占
し
て
の
昼
間
は
、
次
元
共

の
他
の
性
質
を
具
有
し
訟
が
ら
も
、
皐
に
同
時
共
存
の
形
式
売

る
忙
止
hv
、
何
等
賞
在
住
を
有
し
左
ぃ
。
併
し
か
と
@
形
式
と

し
て
の
答
問
も
経
験

ρ同
門
容
止
結
合
す
れ
ば
一
一
極
の
賓
在
性
を

得
・
一
白
賞
十
世
主
た
る
。
之
を
粧
品
開
的
昼
間
止
い
ふ
o

此
の
経

騎
的
空
間
は
投
与
範
鴎
止
し
て
の
容
聞
の
如
堂
共
存
の
形
式
で

は
左
く
て
、
個
々
白
文
化
地
象
及
び
自
然
現
象
の
出
法
穎
械
の

舞
嘉
で
あ
る
o

而
し
て
地
理
由
型
的
認
識
或
は
地
理
由
申
は
此
の
経

験
的
建
問
を
封
象
止
す
る
の
で
あ
る
。
之
に
封
し
て
車
た
る
地

瑚
的
認
識
は
か
h

る
猫
特
の
封
象
を
有
す
る
も
の
で
た
く
、
あ

ら
ゆ
る
事
物
及
び
事
象
に
閲
す
る
一
一
磁
の
認
識
方
法
た
る
に
過

ぎ
た
い
。

諸
多
の
聞
申
問
の
匪
分
の
嗣
陣
地
如
何
、
そ
の
劉
象
で
あ
る
か
、

持
叉
認
識
方
訟
で
あ
る
か
、
郎
忽
陀
断
じ
得
-
泣
い
問
題
で
あ
る

が
、
仮
に
封
象
を
棋
準
・
と
苧
る
見
に
従
ム
'
と
す
れ
ば
、
地
迎
撃

的
認
識
或
は
地
迎
惑
は
経
験
的
昼
間
ー
と
い
ふ
澗
特
の
封
象
を
有

す
る
か
ら
、
一
個
猫
立
の
串
間
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
地
理
的

認
識
は
、
文
化
現
象
-
た
る
と
自
然
現
象
た
る
止
を
問
は
歩
、
あ

雑

是主

地
理
的
砲
誠
山
性
質
に
つ
い
亡

ら
ゆ
る
鈎
象
に
泊
用
さ
れ
得
て
、
諸
多
の
串
間
に
遍
宇
る
一
一
極

の
認
識
方
法
た
る
忙
止
ま
る
。
そ
白
箆
め
に
、
経
済
現
象
生
物

現
象
等
白
地
別
的
認
識
は

そ
れ
ぞ
れ
抑
制
済
皐
生
物
皐
等
の

部
門
主
な
る
の
で
あ
る
。

四

以
上
T
、
地
理
的
認
識
が
盛
岡
的
認
識
た
る
と
と
へ
地
現

接
的
認
識
が
粗
験
的
昼
間
を
封
象
主
ず
る
と
さ

iAE、
明
忙
し

得
た
さ
考
へ
る
。
而
し
て
範
時
と
し
て
白
昼
間
及
び
経
験
的
昼

間
は
何
れ
も
=
一
尖
一
光
を
有
す
る
o
水
平
的
闘
係
の
み
左
ら
中
垂

直
的
闘
係
を
も
備
へ
て
、
立
陣
的
で
あ
る
o

地
理
的
認
識
に
於

て
、
熱
帯
地
方
の
経
済
止
温
帯
地
方
白
経
済
企
の
交
渉
・
と
い
ふ

や
う
な
平
図
的
閥
係
以
外
、
高
山
の
生
活
占
低
原
白
生
活
止
の

差
異
の
如
き
垂
直
的
閥
係
も
問
題
と
な
H
得
、
ま
た
地
理
事
の

封
象
も
、
地
表
に
限
定
せ
ら
れ
な
い
で
、
天
空
造
に
剤
〈
足
艮

ま
で
も
包
含
す
る
。
け
れ
苫
も
官
際
上
我
々
の
生
活
在
最
も
密

接
た
る
倒
係
を
有
す
る
の
は
地
表
に
外
な
ら
な
い
か
ら
、
地
理

的
認
識
に
於
て
ま
た
地
理
事
的
認
識
に
於
て
、
昼
間
の
三
次
元

第
二
十
宵
巷

へ

事
五
肺
叫

四
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強

重量

地
理
的
胞
融
自
性
質
に
つ
い
て

性
を
岡
守
す
る
見
解
主
地
表
E
特
に
亘
ん
守
る
見
解
・
と
は
、
研

究
の
賞
際
に
謝
す
る
影
響
に
於
て
は
左
迄
の
相
遣
を
見
友
い
で

あ

ら

う

。

一

一二
1
ト
ン
の
物
理
穆
が
カ
ン
ト
の
基
礎
付
け
E
特
た
中
し
一

て
成
立
し
た
と
と
は
、
串
間
縫
建
の
歴
史
上
期
著
在
事
官
で
あ
一

る
。
一
の
研
究
は
必
十
し
も
そ
の
街
究
自
惜
の
性
質
の
吟
味

E
一

必
要
企
し
た
い
で
あ
ら
う
。
特
に
、
遣
い
起
源
を
有
す
る
に
拘
一

ら
A
Y
未
だ
極
め
て
幼
稚
な
地
理
的
研
究
或
は
地
理
由
申
は
、
そ
の
一

性
質
如
何
の
考
察
よ
り
も
そ
れ
自
身
の
護
連
主
要
求
す
る
と
一

占
が
、
一
回
肱
切
貨
で
あ
ら
う
。
し
か
も
他
国
地
理
的
或
は
地
理
一

皐
的
研
究
に
入
る
に
賞
つ
て
は
、
そ
の
性
質
の
大
略
の
考
察
E
一

欠
く
と
と
を
斜
左
い
。
と
れ
未
熟
た
管
見
を
記
し
て
大
方
白
一

示
教
を
謂
ム
所
以
で
あ
る
。

第
二
十
六
巻

λ 

問

第
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恒藤平土、文t明d象の地理的駆識(岡島博士迦層間愈抽文集、 T45.138耳〉o) 
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